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	6-ホスホグルコン酸脱水素酵素は、ペントースリン酸シャントにおける2番目の脱水素酵素です。この酵素の欠損は一般的に無症状であり、この疾患の遺伝形式は常染色体優性です。溶血は、6-ホスホグルコン酸脱水素酵素と6-ホスホグルコノラクトナーゼの複合欠損によって引き起こされ、2つの酵素疾患の相乗作用を示唆しています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2015年1月]、触媒活性：6-ホスホ-D-グルコン酸 + NADP(+) = D-リブロース5-リン酸 + CO(2) + NADPH、経路：炭水化物分解; ペントースリン酸経路; D-グルコース6リン酸からのD-リブロース5リン酸（酸化段階）：ステップ3/3。,類似性：6-ホスホグルコン酸脱水素酵素ファミリーに属する。,サブユニット：ホモ二量体。,
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	パラフィン包埋ヒト結腸の免疫組織化学分析。1、抗体を1:100に希釈した（4°、一晩）。2、高圧高温EDTA（pH8.0）を使用して抗原賦活化した。3、二次抗体を1:200に希釈した（室温、30分）。
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	パラフィン包埋ヒト右腎臓の免疫組織化学分析。1、抗体を1:400（4°、一晩）に希釈した。2、抗原賦活化には高圧高温EDTA（pH8.0）を使用した。3、二次抗体を1:200（室温、30分）に希釈した。
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